




要約: HBV 母子感染防止法は、わが国では出生直後および生後 2 力月の HBIG 投与及び、

生後 2、3、5か月の 3回の HBワクチン投与によっているが、出生直後の HBIG 投与に加え、

遺伝子組み換え HB ワクチンを用いて、 生後 6 日、1 か月、3 か月の 3 回ワクチン投与を

行う早期投与法により、従来の方法より早期に能動免疫を獲得できるか、その予防効果を

検討した。この結果、 生後早期から HB ワクチン投与を行う方法でも充分な抗体が獲得さ

れ、少なくとも 1歳まで従来法より高い抗体価が維持されていることが明らかになった。

感染の危険が高い乳児期早期の抗体価が高く保たれ、 また、入院中及び受診率が最も高

い 1か月、3か月健診の機会に予防処置を行えることは有用な予防方法と考えられる。


